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令和６年６月１２日（水）に約４０名の町民の方にご参加いただき、『第2回みんなでも

がみがわを考えようワークショップ』を開催しました。 ２回目の今回は、大石田・横山

地区の最上川周辺で３つのゾーンを設定し、それぞれのゾーンでハード・ソフト両面か

ら具体的なアイデアをご検討いただきました。６つのグループで活発な意見交換が行

われ、ワークショップの最後には、グループごとに今後のまちづくりのヒントになる貴

重なアイデアを発表しました。

裏面もご覧ください。

庄司町長よりあいさつ 意見交換の様子①

発表の様子①

意見交換の様子②

ワークショップに多くの
方よりご参加いただきあ
りがとうございます。町
民の皆様のかわまちづ
くりへの関心も非常に高
く、いただいたご意見を
参考に“おもしゃい“まち
づくりに取り組んでまい
ります。

※ワークショップで検討した内容は役場町民ホールに展示予定です。
お立ち寄りの際は、是非ご覧ください。

意見交換の様子③ 意見交換の様子④ 意見交換の様子⑤

発表の様子② 発表の様子③



【もがみがわ中流・上流 緊急治水対策プロジェクトのお問い合わせ先】
治水対策に関する疑問や意見についてお気軽にお問い合わせください。

移転に伴う不安や問題についても、遠慮なくご相談ください。

事業計画に関すること/難波 （TEL）0233-22-0254
用地に関すること /三部 （TEL）0233-22-0253

ホームページもご覧下さい

 http://www.thr.milt.go.jp/shinjyou 

 
大石田町 建設課
治水・定住対策グループ /松田

（TEL）0237-35-2111

https://www.town.
oishida.yamagata.jp

そばにーるくん

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所

参加された方のご意見・ご感想（アンケートより抜粋）

Q1：参加回数を教えてください。Q2：年齢を教えてください。 Q3：ワークショップでは楽しく発言
できましたか？

Q4：ご自身の意見を十分に発
言できましたか？

Q5:かわまちづくりについて、ご意見やご感想がありましたら、お聞かせください。（自由記載）

・場所つくりのほかに長期的なメンテナンスができることを前提に考えてほしい。
・十分に意見交換ができた。若い人の意見を大切にこれからの町づくりに主体的に参加できるようにしてほしい。
・参加者の町への愛を感じた。より多くの町民に参加してほしい。
・前回よりも一歩踏み込んだ内容発表会で多くの意見が出てよかった。
・大石田駅から観光客を呼び込むための動線をしっかり把握し、わかりやすいルートを考えてほしい。
・皆様の意見を参考にしてより良い町になったら良いと思う。住み続けたいと思える大石田にしてほしい。
・WSだけでなく実際に計画がスタートしてからも、住民が参加できる機会がほしい。
・A,B,Cゾーンに分かれての話し合いだったが、町民・観光客など対象を考えた話し合いも必要だと思う。

『河川空間とまち空間が融合した、良好な空間形成を目指す取り組みです。』

大石田町では、まちづくりの永遠のテーマである『水と緑と文化のまち』の実現を目指し、最上川中
流・上流緊急治水対策プロジェクトにあわせて、かわまちづくりに取り組んでいます。

かわまちづくりとは、「かわ」とそれにつながる「まち」を活性化するため地域の景観、歴史、観光基盤
などの「資源」を活かし、自治体・民間事業者・地元住民と河川管理者の連携のもと、ハード・ソフト事業
を実施することで、地域の活性化や地域ブランドの向上などの実現を目指す取り組みです。

かわまちづくりの
事例や詳しい内容
についてホーム
ページをご覧くだ
さい。

盛岡地区かわまちづくり
(北上川・中津川/岩手県盛岡市)

都市公園の制度を活用して北上川沿いの公園と河川空間を一
体的に再整備することで、河川敷地でデイキャンプを楽しむなど、
市街地の中の憩いの場、賑わいの場となっています。

東北地方の取組事例


